
し
ご
と
を
取
り
巻
く
変
化

誰
も
が
働
く
社
会
へ

　
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
、
人
口
構
造
の
高
齢
化

が
進
む
中
で
、
女
性
や
高
齢
者
も
含
め
て
、
働
く
意
欲

の
あ
る
市
民
で
あ
れ
ば
、
誰
も
が
働
く
、
ま
た
働
か
ざ

る
を
得
な
い
社
会
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
1
9
9
0
年
代
前
半
ま
で
の
横
浜
市
民
の
典
型
的

な
家
族
像
は
、
「
夫
は
東
京
へ
通
う
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
妻

は
、
専
業
主
婦
で
家
庭
や
地
域
で
家
事
や
子
育
て
」
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
9
0
年
代
の
後
半
以
降
、
女

性
の
労
働
力
率
が
上
が
り
9
0
（
平
成
２
）
年
に
は
4
6
％

だ
っ
た
も
の
が
、
1
0
（
平
成
2
2
）
年
に
は
、
5
0
％
に
上
昇

し
て
い
る
。
［
図
１
］
そ
れ
に
伴
い
、
夫
婦
の
い
る
世
帯
に

占
め
る
共
働
き
世
帯
の
比
率
も
高
く
な
り
、
9
5
（
平

成
７
）
年
時
点
で
は
、
3
7
・
７
％
た
っ
た
も
の
が
、
1
0

（
平
成
2
2
）
年
に
は
、
４
１
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。
［
図
２
］

　
ち
な
み
に
9
5
年
の
時
点
で
、
夫
の
み
就
労
の
い
わ
ゆ

る
専
業
主
婦
の
い
る
世
帯
は
、
4
9
・
７
％
で
あ
っ
た
の
に

対
し
て
、
1
0
年
の
時
点
で
は
、
3
7
・
０
％
で
、
1
2
・
７
ポ
イ

ン
ト
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
1
0
（
平
成
２
２
）
年
の
国
勢
調

査
で
は
じ
め
て
「
共
働
き
世
帯
」
が
「
夫
の
み
就
労
世

帯
」
の
比
率
を
上
回
っ
た
形
だ
。

　
女
性
の
年
齢
階
級
別
の
労
働
力
率
の
変
化
を
見
て

も
、
2
0
代
後
半
か
ら
3
0
代
前
半
の
労
働
力
率
が
1
0
（
平

成
2
2
）
年
と
8
5
（
昭
和
6
0
）
年
を
比
べ
る
と
、
こ
の
四
半

世
紀
で
著
し
く
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
［
図

３
］
こ
れ
は
、
か
つ
て
結
婚
や
出
産
な
ど
を
理
由
に
、
一
度

仕
事
を
辞
め
て
い
た
女
性
た
ち
が
、
未
婚
の
ま
ま
、
ま

た
は
結
婚
し
た
り
、
子
育
て
を
し
な
が
ら
も
働
き
続

け
る
社
会
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
を
如
実
に
示
し
て

い
る
。

　
ま
た
0
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
男
性
も
女
性
も
6
0
歳

以
上
の
世
代
の
労
働
力
率
が
上
昇
し
始
め
て
い
る
。

【
図
４
】
。
特
に
6
0
歳
～
6
4
歳
ま
で
の
年
齢
層
の
労
働

力
率
の
上
昇
が
著
し
い
。
例
え
ば
、
男
性
で
は
、
0
0
年
の

時
点
で
、
7
1
・
５
％
だ
っ
た
労
働
力
率
が
、
8
2
・
６
％
に

な
っ
て
い
る
。
女
性
の
場
合
も
3
3
・
７
％
だ
っ
た
も
の
が

4
5
・
７
％
に
な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
で
あ
れ
ば
6
0
歳
で
定

年
を
迎
え
て
リ
タ
イ
ア
し
て
い
た
被
雇
用
者
層
が
、

働
き
続
け
て
い
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。
以
前
に
団
塊
の
世
代
が
大
量
に
企
業
か
ら

リ
タ
イ
ア
す
る
こ
と
で
、
企
業
の
持
つ
技
術
力
な
ど
の

喪
失
が
懸
念
さ
れ
た
2
0
0
7
年
問
題
が
騒
が
れ
た

時
期
が
あ
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
0
0
（
平
成
1
2
）
年
か
ら

1
0
（
平
成
2
2
）
年
ま
で
の
５
年
間
は
定
年
延
長
や
再
任

用
な
ど
で
職
場
に
留
ま
る
層
が
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。

　
ち
な
み
に
市
内
の
6
0
歳
以
上
の
労
働
力
人
口
は
、

男
性
が
0
0
（
平
成
1
2
）
年
で
は
1
4
万
人
だ
っ
た
の
が
、
1
0

４
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（
平
成
2
2
）
年
に
は
2
0
万
人
に
、
女
性
で
は
、
0
0
（
平
成

1
2
）
年
に
６
万
人
だ
っ
た
の
が
、
1
0
（
平
成
2
2
）
年
に
は

１
１
万
人
と
、
同
じ
く
急
増
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

高
失
業
社
会
の
到
来

　
こ
の
よ
う
に
女
性
や
高
齢
者
の
労
働
力
率
は
高
く

な
っ
て
は
い
る
か
、
完
全
失
業
率
も
9
0
年
代
に
入
っ
て

か
ら
上
昇
し
続
け
て
い
る
。
［
図
５
］
例
え
ば
男
性
の

場
合
、
9
0
（
平
成
２
）
年
の
時
点
で
２
・
８
％
だ
っ
た
完
全

失
業
率
が
、
1
0
（
平
成
2
2
）
年
に
は
６
・
１
％
、
女
性
の

場
合
は
、
同
じ
く
9
0
（
平
成
２
）
年
に
は
２
・
９
％
だ
っ
た

も
の
が
、
1
0
（
平
成
2
2
）
年
に
は
４
・
７
％
と
な
っ
て
い
る
。

「
生
産
年
齢
人
口
が
減
少
し
続
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

６０～64歳、65歳以上の
労働力人口・率

社
会
の
変
化
と
横
浜
の
現
状

ず
、
働
き
た
く
て
も
働
け
な
い
市
民
が
増
え
て
い
る
」
と

い
う
皮
肉
な
結
果
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
特
に
生
産
年
齢
人
口
の
核
と
な
る
べ
き
3
0
歳
代
～
4
0

歳
代
に
お
い
て
、
無
業
の
市
民
の
数
が
増
え
、
比
率
も

上
昇
し
続
け
て
い
る
の
は
深
刻
で
あ
る
。
［
図
６
］

　
例
え
ば
市
内
の
3
0
歳
代
の
無
業
者
の
比
率
の
推
移
を

み
る
と
、
男
性
の
場
合
、
9
0
年
の
時
点
で
、
２
％
た
っ
た

も
の
が
1
0
年
に
は
７
％
に
、
女
性
の
場
合
は
、
２
％
だ
っ

た
も
の
が
４
％
と
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し
て
い
る
。
ま
た
、

4
0
歳
代
を
み
て
も
、
男
性
で
は
、
9
0
（
平
成
２
）
年
の
時

点
で
２
％
だ
っ
た
も
の
が
、
1
0
（
平
成
２
２
）
年
に
は
５
％

に
、
女
性
で
は
9
0
（
平
成
２
）
年
に
は
１
・
５
％
た
っ
た
も

の
が
1
0
（
平
成
2
2
）
年
に
は
４
％
に
そ
れ
ぞ
れ
上
昇
し

て
い
る
。

女性の年齢階級別労働力率完全失業率の推移
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こ
の
よ
う
に
、
3
0
～
4
0
歳
代
で
無
業
の
市
民
が
増
え

て
い
る
原
因
と
し
て
は
、
こ
の
世
代
は
い
わ
ゆ
る
就
職
氷

河
期
世
代
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
学
卒
期
に
就
労
で
き

な
か
っ
た
層
が
他
の
世
代
と
比
較
し
て
多
い
こ
と
、
そ
し

て
新
卒
市
場
が
最
優
先
さ
れ
る
日
本
社
会
に
お
い
て

は
、
景
気
変
動
な
ど
の
影
響
で
学
卒
期
を
逃
す
と
、
そ

の
後
に
正
規
に
就
労
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
非
正

規
就
労
や
失
業
状
態
が
長
く
続
い
て
し
ま
う
傾
向
に

あ
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
。

　
た
と
え
ば
9
5
（
平
成
７
）
年
の
時
点
で
、
2
0
～
2
4
歳
だ
っ

た
就
職
氷
河
期
世
代
の
完
全
失
業
者
数
は
約
１
万
5

0
0
0
人
と
、
他
の
世
代
が
同
年
代
た
っ
た
時
と
比
較

し
て
突
出
し
て
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
世
代
が
、
3
0

歳
代
後
半
に
差
し
掛
か
る
1
0
（
平
成
2
2
）
年
の
3
5
～
3
9
歳

無業者数・率の推移

の
完
全
失
業
者
数
を
み
て
も
、
約
１
万
2
0
0
0
人
と

2
0
歳
代
前
半
の
頃
と
比
較
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
減
少
す
る

こ
と
な
く
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
の

こ
と
が
伺
え
る
［
図
７
］
。

　
9
0
年
代
後
半
以
降
、
女
性
も
高
齢
者
も
働
き
続
け
る

社
会
が
現
出
す
る
一
方
で
、
産
業
構
造
や
雇
用
形
態
が

変
化
す
る
こ
と
で
、
非
正
規
で
働
く
市
民
や
、
本
人
の

意
思
や
意
欲
と
関
わ
り
な
く
無
業
状
態
に
な
っ
て
し
ま

う
市
民
も
増
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
代
の
変
化
に

応
じ
た
社
会
保
障
制
度
や
職
業
訓
練
の
仕
組
み
、
雇
用

の
マ
ッ
チ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
整
備
し
、
誰
も
が
安
心

し
て
い
き
い
き
と
働
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
創
る
こ

と
が
、
本
市
に
と
っ
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

年齢別完全失業者数
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「
ど
こ
に
住
む
か
」
の
選
択

低
下
す
る
市
内
定
住
意
向

　
1
9
9
0
年
代
か
ら
2
0
0
0
年
代
初
頭
に
か
け

て
、
市
民
意
識
調
査
に
よ
る
市
民
の
市
内
定
住
意
向

は
、
８
割
を
超
え
て
い
た
。
そ
れ
が
、
0
0
年
代
後
半
か
ら

７
割
台
前
半
で
推
移
す
る
よ
う
に
な
り
、
1
2
（
平
成

2
4
）
年
度
調
査
で
は
、
市
内
定
住
意
向
が
7
1
・
３
％
と

9
5
（
平
成
７
）
年
以
降
最
低
と
な
っ
た
。
［
図
１
］

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
市
内
定
住
意
向
が
減

市内定住意向

少
し
続
け
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
の
原
因
を
探
る
た
め
、
0
9
（
平
成
2
1
）
年
度
の
市

民
意
識
調
査
で
は
、
市
外
へ
の
移
転
希
望
者
に
、
移
転

先
と
し
て
横
浜
を
選
ば
な
い
理
由
を
尋
ね
て
い
る
。
結

果
は
、
第
１
位
が
「
郷
里
に
帰
る
か
ら
」
（
2
7
・
７
％
）
で

あ
り
、
第
２
位
か
「
家
賃
や
住
宅
の
価
格
が
高
い
か

ら
」
（
2
1
・
５
％
）
、
第
３
位
が
「
交
通
（
通
勤
・
通
学
・
買

い
物
等
）
の
便
が
良
く
な
い
か
ら
」
（
2
0
・
５
％
）
と
な
っ

て
い
る
。
［
図
２
］

　
一
方
で
横
浜
に
定
住
意
向
を
持
つ
市
民
に
、
な
ぜ
横

社
会
の
変
化
と
横
浜
の
現
状

市内を移転先として

浜
に
住
み
続
け
る
の
か
と
尋
ね
た
質
問
に
対
す
る
回

答
で
は
、
第
１
位
が
、
「
自
分
や
家
族
の
持
家
だ
か
ら
」

（
5
2
・
９
％
）
、
第
２
位
に
「
交
通
（
通
勤
・
通
学
・
買
い
物

等
）
の
便
が
よ
い
か
ら
」
（
4
2
・
４
％
）
、
第
３
位
に
「
横
浜

が
好
き
だ
か
ら
」
（
3
8
・
５
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
［
図
３
］

　
こ
う
し
た
回
答
の
傾
向
を
み
る
と
、
移
転
希
望
者

に
し
て
も
定
住
希
望
者
に
し
て
も
居
住
地
選
択
の
理

由
と
し
て
「
交
通
の
利
便
性
」
を
重
視
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。
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居
住
地
選
択
に
お
い
て

重
視
す
る
点

　
　
1
2
（
平
成
2
4
）
年
度
の
市
民
意
識
調
査
で
は
、
市
民

が
居
住
地
選
択
に
あ
た
り
住
環
境
で
特
に
重
視
す
る

点
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
そ
の
結
果
、
「
交
通
・
通
勤
な
ど
の
便

利
さ
」
（
5
9
・
Ｏ
％
）
が
６
割
近
く
で
最
も
多
く
、
次
い
で

「
ふ
だ
ん
買
い
物
す
る
場
所
の
近
さ
」
（
4
6
・
８
％
）
、
「
病

院
・
医
院
の
近
さ
」
（
3
4
・
９
％
）
、
「
防
災
・
防
犯
な
ど
の

安
心
さ
」
（
3
0
・
２
％
）
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
居
住
地
選
択
に
あ
た
っ
て
、
交
通
・
通

勤
、
買
い
物
な
ど
の
利
便
性
を
重
視
す
る
市
民
は
、
過

去
と
比
較
し
て
も
大
幅
に
増
え
て
い
る
。
例
え
ば
0
1

（
平
成
１
３
）
年
度
の
市
民
意
識
調
査
で
は
「
交
通
・
通

勤
な
ど
の
便
利
さ
」
は
、
4
4
・
５
％
、
「
ふ
だ
ん
買
い
物
す

る
場
所
の
近
さ
」
は
2
7
・
１
％
た
っ
た
。
1
2
（
平
成
2
4
）
年

調
査
で
は
、
「
交
通
・
通
勤
」
に
つ
い
て
は
1
4
・
５
ポ
イ
ン

ト
、
「
買
い
物
」
に
つ
い
て
は
1
9
・
７
ポ
イ
ン
ト
増
え
て
い

る
の
で
あ
る
。
［
図
４
］

　
一
方
で
、
郊
外
住
宅
地
の
特
徴
と
も
い
え
る
「
緑
や

自
然
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
豊
か
さ
」
や
、
「
周
辺
の
静

け
さ
は
」
を
居
住
地
選
択
の
要
件
と
し
て
重
視
す
る

市
民
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
０
１
（
平
成

Ｂ
）
年
度
で
は
、
「
緑
や
自
然
」
を
重
視
す
る
市
民
は
、

2
9
・
０
％
だ
っ
た
が
、
1
3
（
平
成
2
4
）
年
度
に
は
、
2
0
・
４

％
と
８
・
６
ポ
イ
ン
ト
下
が
っ
て
い
る
。
ま
た
「
周
辺
の
静

か
さ
」
も
同
じ
く
3
3
・
９
％
か
ら
2
0
・
０
％
と
１
３
・
９
ポ

イ
ン
ト
下
が
っ
て
い
る
。

　
年
齢
階
級
別
に
み
る
と
「
交
通
・
通
勤
な
ど
の
便
利

さ
」
を
重
視
す
る
傾
向
は
、
2
0
歳
代
～
5
0
歳
代
の
い
わ

ゆ
る
働
き
盛
り
の
市
民
に
顕
著
で
あ
り
、
２
０
歳
代
で

は
、
７
割
を
超
え
て
い
る
。
［
図
５
］
ま
た
５
年
前
の

0
7
（
平
成
1
9
）
年
度
の
調
査
と
比
べ
て
も
、
「
周
辺
の
静

か
さ
」
や
「
緑
や
自
然
の
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
豊
か
さ
」

を
比
較
的
重
視
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
未
就
学
児
や
小

学
生
の
子
ど
も
を
持
つ
市
民
に
お
い
て
も
「
交
通
・
通

勤
な
ど
の
便
利
さ
」
を
よ
り
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
［
図
６
］

　
こ
れ
は
、
多
少
、
交
通
が
不
便
で
も
閑
静
で
自
然
豊
か

な
「
郊
外
の
庭
付
き
戸
建
て
」
に
住
む
こ
と
よ
り
も
、

職
場
ま
で
時
間
が
か
か
ら
ず
、
買
い
物
な
ど
も
便
利

な
都
心
部
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む
、
と
い
う
志
向
性
を
持

つ
若
年
者
や
子
育
て
世
帯
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。

　
社
会
異
動
の
デ
ー
タ
を
見
て
も
、
本
市
よ
り
も
相

対
的
に
居
住
環
境
の
利
便
性
が
高
い
東
京
2
3
区
を
住

ま
い
の
場
所
と
し
て
選
択
す
る
人
が
増
え
て
い
る
。
例

え
ば
東
京
都
区
部
と
本
市
と
の
人
口
異
動
を
見
る
と
、

1
9
6
0
年
代
か
ら
9
0
年
代
前
半
ま
で
は
、
郊
外
部
を

中
心
に
東
京
都
区
部
か
ら
本
市
へ
の
転
入
者
が
大
幅

に
超
過
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
0
0
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、

本
市
か
ら
東
京
都
区
部
へ
の
転
出
超
過
傾
向
が
明
確

に
な
り
、
１
１
（
平
成
2
3
）
年
は
、
こ
こ
数
年
で
最
大
の

3
2
3
0
人
の
転
出
超
過
に
な
っ
て
い
る
。
仮
に
こ
の
よ

う
な
傾
向
が
今
後
も
中
長
期
的
に
続
く
の
だ
と
す
れ

ば
、
本
市
が
都
市
と
し
て
の
活
力
を
維
持
す
る
に
あ

た
っ
て
重
要
な
課
題
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

市
域
の
南
西
部
エ
リ
ア
を
中
心
に
進
む
大
規
模
住
宅

団
地
の
超
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
、
将
来
に
亘
っ
て
加

速
し
て
い
く
こ
と
を
予
測
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

市内に住み続ける理由
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図３



社
会
の
変
化
と
横
浜
の
現
状

住まいの周辺の環境で重視すること

住まいの環境で｢交通・通勤などの便利さ｣を重視する割合[性・年齢別]

住まいの環境で｢交通・通勤などの便利さ｣を重視する割合
[小学生以下の子を持つライフステージ]
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誰
も
が
住
み
続
け
た
く
な
る
、
ま
た
バ
ラ
ン
ス
良
く

市
域
全
体
が
発
展
し
て
い
く
横
浜
を
目
指
す
意
味
で

も
市
民
の
生
活
価
値
観
や
意
識
の
変
化
を
踏
ま
え
た

中
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

図６

図5

図４
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